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平成２９年度 対馬市農業委員会第１０回総会議事録 
 

 

 １．開催日時  平成３０年 ３月２６日（月）午前１０時００分から午前１１時時１０分 

 

 ２．開催場所  峰行政サービスセンター ２階 議場 

 

３．出席委員 

・農業委員 （１３人） 

    １番 永 留 正 司    ２番 桐 谷 善 明    ４番 畑 島 孝 吉 

    ５番 縫 田 和 己     ６番 小 宮 貞 司    ７番 黒 瀬 勝 弘  

    ８番 岡 村 高 史    ９番 太 田 深 雪    １０番 阿比留 なみ惠  

   １１番 波 田 裕一郎    １２番 松 村 英 二   １３番 早 田   茂 

   １４番 初 村 重 政 

 

  ・農地利用最適化推進委員 （１１人） 

永 尾 佐登志   庄 司 幹 雄   長 瀬   円   吉 野   敏 

西 山 義 典   佐 伯 武 久   波 田   優   永 留  夫 

日 高 安 実   糸 瀬 安 則   須 川 正 直 

 

 ４．欠席委員 （１人） 

    ３番 神 宮 教 子    

 

 ５．議事日程 

   第１ 議事録署名委員の指名 

   第２ 会期の決定 

   第３ 会議書記の指名 

   第４ 議案第３２号 農地法第３条の規定による許可申請について 

      議案第３３号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

      議案第３４号 農用地利用配分計画（案）について（農地中間管理事業第５回） 

      議案第３５号 農地法第５２条の規定に基づく賃借料情報の提供について 

      議案第３６号 下限面積（別段の面積）の設定について 

   第５ その他 

        

 ６．農業委員会事務局職員 

     農業委員会事務局長              庄 司 智 文 

     農業委員会事務局参事兼課長補佐        庄 司 克 啓 

     農林水産部農林・しいたけ課参事兼課長補佐   志 賀 慶 二 

     中対馬振興部地域振興課係長          牧 山 隆 広 

     上対馬振興部地域振興課副参事兼係長      糸 瀬 博 隆 
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 ７．会議の概要 

 

議  長     

 皆様、おはようございます。 

春の彼岸もすぎ、木々の芽吹きにようやく春を感じるようになってまいりまし

た。皆様におかれましては、何かとお忙しい中、ご出席をいただきましてありが

とうございます。また、農作業がいよいよ忙しくなってくる季節となりました。

どうかお体に気を付けられて作業に励んでいただきたいと思います。また、椎茸

の方も忙しい時期となりますが、気を付けて作業をしていただきたいと思います。   

それでは総会に入ります。皆様のご協力をよろしくお願い致します。座って議

事を進めさせていただきます。 

 報告します。神宮教子委員から欠席の届け出があっております。 

 ただ今より、平成２９年度、対馬市農業委員会第１０回総会を開会いたします。 

 現在の農業委員定数は１４名、本日の出席者は１３名、従いまして過半数以上

の出席でありますので、農業委員会等に関する法律、第２７条第３項の規定に基

づき、総会は成立いたします事を報告します。 

なお、農地利用最適化推進委員、１１名もご出席でございます。 

 それでは、対馬市農業委員会総会議事日程のとおり審議を進めます。 

議事日程第１、議事録署名委員の指名ですが、私の方から指名させていただい

て、ご異議ございませんでしょうか。 

（異議なしの声あり） 

ありがとうございます。それでは、１０番の阿比留なみ惠委員、１３番の早田 

茂委員にお願い致します。 

議事日程第２、会期についてお諮り致します。お手元に配布しております日程

のとおり、本日、１日にしたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 

（異議なしの声あり） 

 異議なしと認め、本日、１日と致します。 

議事日程第３、会議書記の指名を行います。本日の会議書記に委員会事務局長

及び課長補佐を指名いたします。 

 つづきまして、議事日程第４、議案第３２号「農地法第３条の規定による許可

申請について」を議題と致します。今回は６件の申請でございます。事務局の説

明を求めます。 

 

（事務局長挙手） 

事務局長 

  それでは、議案書の１ページをお開き願います。議案第３２号、「農地法第

３条の規定による許可申請について」でございます。 

 番号１は、５名の共有地で厳原町○○の○○さん、同町○○の○○さん、茨木

市○○の○○さん、福岡市○○の○○さん、大阪市○○の○○さんから、対馬市

上県町○○の○○さんに田３筆、畑２筆、合計５筆を売買するものであります。

なお、経営面積は９，６３３平米でございます。 

 次のページ、２ページをお開き願います。 

 番号２は、厳原町○○の○○さんから、上県町○○の○○さんに畑３筆を売買
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するものであります。なお、経営面積は６，５３２平米でございます。 

 番号３は、美津島町○○の○○さんから、同町○○の○○さんに○○の田２筆

を交換するものであります。なお、経営面積は１４，４０３平米でございます。 

 番号４は、美津島町○○の○○さんから、同町○○の○○さんに○○の田１筆

を交換するものであります。なお、経営面積は１，７７４平米でございます。次

のページ、３ページをお開き下さい。 

 番号５は、美津島町○○の○○さんから、同町○○の○○さんに畑１筆を賃貸

するものであります。なお、経営面積は１，７７４平米でございます。 

 番号６は、峰町○○の○○さんから、同町○○の○○さんに畑１筆を売買する

ものであります。なお、経営面積は３，８８２平米でございます。 

 

以上で説明を終わります。ご審議の程、よろしくお願い致します。 

 

議  長    

 事務局の説明が終わりました。番号１から番号６につきまして地元委員の補足

説明をお願い致します。番号１についてお願いします。 

 

（１８番 推進委員挙手） 

 

１８番 吉野 敏委員 

 番号１について説明を致します。２０日の日に３月２０日の日に担当職員と同

行いたしまして、現場に行き現場を確認致しました。確認致しましたところ何ら

異常はないものと思っております。よろしくご審議の程お願い致します。 

 

議  長    

 続きまして番号２について説明をお願いします。 

 

（９番 委員挙手） 

 

９番 太田深雪委員 

 議案第３２号、２番についてご説明します。３月２０日申請人の○○さん、農

林しいたけ課の築城さんの立会いのもと、現地を確認しました。申請地につきま

しては、厳原町○○地区にあり売買による所有権移転と言う事で、譲受人の許可

要件等も満たしており、農地法第３条の許可申請については何ら問題ないと判断

しました。ご審議の程よろしくお願いします。 

 

議  長    

 続きまして番号３番、４番。 

 

（１８番 推進委員挙手） 

 

１８番 吉野 敏委員 

 ３と４と５はですね、同じ人間でございますので一括でいいかなと思っとりま

す。よろしくお願いします。２０日の日に担当職員と現場に行き現場を確認し双
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方の○○さん、また○○さんとも現場で確認を致しました。農地と致しましてわ

ずかな面積でございますけれども、お互い交換分与ちょっとしたら農業について

も便利がよかろうと言う事で、双方話し合いのもと交換、言うような運びになっ

ておるような状態でございます。何ら問題は無いものと確信いたしております。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

議  長    

 番号６について説明をお願い致します。 

 

（２３番 推進委員挙手） 

 

２３番 日高安実委員 

 議案３２号６番申請所在地峰町○○字○○○○番地。地目畑、面積１，４９１

平米について、３月１９日、関係者、○○氏、事務局庄司補佐、私の３名で現地

において同件の確認を実施しました。当農地の所有者は峰町○○○○番地の○○

氏で同○○○○番地の○○氏に所有権を移転するに当たり申請をしたものであり

ます。当農地は現場を確認しましたところ約３分の２の面積が耕作できる状況で

ありまして、○○氏によりますと５、６年前から私が耕作をしていますと。今後

も頑張っていろんな野菜を作っていきたいと言う話でありました。本件の所有権

移転申請について現地状況確認の結果、何ら異議の無いことを報告致します。ど

うぞよろしくお願い致します。 

 

議  長    

ただ今、地元委員からの補足説明がありました。質疑等ございませんでしょう

か。 

       （質疑なしの声あり） 

質疑が無いようにありますので、番号１につきまして賛否を問います。 

原案のとおり許可することに、賛成の方の挙手をお願い致します。全員賛成で

ございます。番号１は原案のとおり許可することに決定いたします。 

次に、番号２につきまして賛否を問います。 

原案のとおり許可することに、賛成の方の挙手をお願い致します。全員賛成で

ございます。番号２は原案のとおり許可することに決定いたします。 

次に、番号３につきまして賛否を問います。 

原案のとおり許可することに、賛成の方の挙手をお願い致します。全員賛成で

ございます。番号３は原案のとおり許可することに決定いたします。 

次に、番号４につきまして賛否を問います。 

原案のとおり許可することに、賛成の方の挙手をお願い致します。全員賛成で

ございます。番号４は原案のとおり許可することに決定いたします。 

次に、番号５につきまして賛否を問います。 

原案のとおり許可することに、賛成の方の挙手をお願い致します。全員賛成で

ございます。番号５は原案のとおり許可することに決定いたします。 

次に、番号６につきまして賛否を問います。 

原案のとおり許可することに、賛成の方の挙手をお願い致します。全員賛成で

ございます。番号６は原案のとおり許可することに決定いたします。 
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つづきまして、議案第３３号「農地法第４条第１項の規定による許可申請につ

いて」を議題と致します。 

       今回は１件の申請でございます。事務局の説明を求めます。 

         

       （事務局長挙手） 

事務局長 

議案書の４ページをお開き願います。訂正をお願いします。申し訳ありません。

申出人の住所の訂正をお願いします。○○番地○○となっていますが、○○番地

に訂正願います。大変申し訳ありませんでした。議案第３３号、「農地法第４条

第１項の規定による許可申請について」でございます。 

番号１の申出人は、美津島町○○の○○さんで、同地区の畑１筆を一般個人住

宅に転用するものであります。 

       位置図、写真等を５ページから１２ページに添付しておりますので、ご参照くだ

さい。 

         

以上で説明を終わります。ご審議の程、よろしくお願い致します。 

        

議  長    

事務局の説明が終わりました。番号１につきまして地元委員の補足説明をお願

いします。 

 

（１２番 委員挙手） 

 

１２番 松村英二委員 

 ３月２３日の午後３時頃から、農林しいたけ課の築城さんと一緒に現地確認に

行きました。現地は○○と言う地区なんですけど、ちょっと分かりにくい、どち

らかと言いますと○○に向いた面でですね、ここによう農地があったなーと言う

所でございます。大潮の時には潮が上がりますし、西風が強くてとてもここでは

農地に向かないと思いましたけど、そこに住宅を建てたいと言う事で確認をしま

したが、何ら問題は無いと思いますので皆様のご審議をお願い致します。 

 

議  長    

ただ今、地元委員から補足説明がありました。質疑等ございませんでしょうか。 

       （質疑なしの声あり） 

質疑が無いようにありますので、番号１につきまして賛否を問います。 

議案第３３号の番号１につきまして、原案のとおり許可することに、賛成の方

の挙手をお願い致します。賛成多数でございます。 

本議案は、許可相当とし、当委員会の意見を付しまして、県知事に進達するこ

とに決定いたします。 

つづきまして、議案第３４号「農用地利用配分計画（案）について（農地中間管

理事業第５回）」を議題と致します。 

       事務局の説明を求めます。 

         

       （事務局長挙手） 
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事務局長 

議案書の１３ページをお開き願います。議案第３４号、「平成２９年度 農用地

利用配分計画（案）について（農地中間管理事業第５回」でございます。 

農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条の規定に基づき、対馬市長から意

見を求められているため、本委員会の意見を決定するものであります。権利の設

定を受けるものは１人でございます。農地の内訳は、畑が５筆、面積は４，４０

９平米、うち再配分が５筆の４，４０９平米でございます。なお、農用地利用配

分計画(案)を１４ページに添付しておりますのでご参照ください。 

 

以上で説明を終わります。ご審議の程、よろしくお願い致します。 

  

議  長    

        事務局の説明が終わりました。 

 次に、農林・しいたけ課の説明をお願いします。 

 

（農林・しいたけ課 志賀課長補佐挙手） 

 

農林・しいたけ課 課長補佐 

 対馬市農林しいたけ課の志賀と申します。よろしくお願い致します。私の方か

ら議案第３４号「平成２９年度 農地利用農用地利用配分計画（案）についてご説

明致します。１４ページをお開き下さい。今回配分を行う方が○○さまでござい

ます。筆数が５筆で面積が４，４０９平米でございます。始期が平成３０年５月

１０日で存続期間（終期）が平成３７年３月９日となっております。６年１０ヶ

月となっておりますが、現在、○○様の方に１０年間の配分を一旦解約いたしま

して、残りのごらんの期間を○○様の方に配分する計画案となっています。よろ

しくご審議いただきますようお願い致します。 

 

議  長 

 ただ今、農林・しいたけ課の説明が終わりました。質疑等ございませんでしょ

うか。 

（質疑なしの声あり） 

質疑が無いようにありますので、賛否を問います。 

議案第３４号につきまして、承認することに賛成の方の挙手をお願い致します。 

全員賛成でございます。 

本案件は、原案のとおり承認することに決定いたします。 

 つづきまして、議案第３５号「農地法第５２条の規定に基づく賃借料情報の提

供について」を議題と致します。 

 事務局の説明を求めます。 

 

（事務局長挙手） 

 

事務局長 

 議案書の１５ページをお開き願います。議案第３５号、「農地法第５２条の規

定に基づく賃借料情報の提供について」でございます。 
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提案理由、農地法第５２条の規定により、すべての農業委員会において、賃借

料情報を提供することになっているため、提案するものであります。次のページ、

１６ページをお開き下さい。また、参考資料と致しまして、別添資料１を添付し

ておりますので、ご参照ください。 

公表値はすべて１反あたりの１年間の金額となっております。地目、田の賃借

料平均額は４，９７１円、最高額は７，０００円、最低額が２，５００円で、デ

ータ件数は８６件です。地目、畑の賃借料平均額は５，５００円、最高額は７，

０００円、最低額が２，５００円で、データ件数は１５件です。なお、別添資料

１は、２９年度中に出された賃借をまとめたものであります。借賃金額が無い、

０のものはデータ件数には入っておりません。 

 

以上で説明を終わります。ご審議の程よろしくお願い致します。 

  

議  長    

        事務局の説明が終わりました。質疑、ご意見等ございませんでしょうか。 

 （質疑なしの声あり） 

質疑が無いようにありますので、議案第３５号の公表値の提案につきまして、異

議ございませんでしょうか。 

（異議なしの声あり） 

異議なしと認め、原案のとおり提供することに決定いたします。 

つづきまして、議案第３６号「下限面積（別段の面積）の設定について」を議

題と致します。 

 事務局の説明を求めます。 

 

（事務局長挙手） 

 

事務局長 

 議案書の１７ページをお開き願います。議案第３６号、「下限面積（別段の面

積）の設定について」を説明いたします。 

 平成２１年１２月１５日施行の改正農地法により、農業委員会が農林水産省令

で定める基準に従い、市町村の区域内の全部または一部について、これらの面積

の範囲内での別段の面積を定め、農林水産省令で定めるところにより、これを公

示した時は、その面積を農地法第３条第２項第５号の下限面積として設定できる

ことになりました。これに伴い、「農業委員会の適正な事務実施について」が平

成２２年１２月２２日付で一部改正され、農業委員会は、毎年、下限面積（別段

の面積）の設定、又は修正の必要性について審議することとなっております。こ

のため、今後の下限面積（別段の面積）の設定について、以下のとおり提案する

ものであります。 

 方針と致しましては、現行の下限面積の変更は行いません。理由と致しまして、

2015 農林業センサスで、管内の農家で５０アール未満の農地を耕作する農家が全

体の約３８％でありますが、地域によっては耕作面積の大小があり、また、対馬

市においては後継者不足等により耕作放棄率が３０％を超えており、新規就農を

促すためにも現行面積で設定する必要があります。 
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 以上で説明を終わります。ご審議の程、よろしくお願い致します。 

 

議  長    

        事務局の説明が終わりました。質疑、ご意見等ございませんでしょうか。 

 （質疑なしの声あり） 

質疑が無いようにありますので、議案第３６号の下限面積（別段の面積）の設定

につきまして、異議ございませんでしょうか。 

（異議なしの声あり） 

異議なしと認め、原案のとおり設定することに決定いたします。 

つづきまして、議事日程第５、その他の事項ですが何かございませんでしょう

か。 

 

（無の声あり） 

 

（２４番 推進委員挙手） 

 

２４番 糸瀬安則委員 

 事務局の方にお尋ねしたいと思いますけども。聞くところによると、人事異動

があると新年度はあると言う話がありますが、平成２９年度の第３回総会の折に

協議を致しました、いわいる２９年度の農地集積の目標とか或いは全国農業新聞

とか耕作放棄地の解消とか、そう言ったいろいろな問題が目標を達成されたのか

どうなのか、或いは、また平成３０年度になるといろいろ出てくるだろうと思う

んですが、平成２９年度も、もうわずかで終わる訳ですが、どう言うふうになっ

てるかお聞かせ願いたいと思います。まず農地集積５６㌶は達成されたかどうか、

或いは全国農業新聞３１部ち言うのが達成されたかどうか、そこらへんはどうな

んでしょうか。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 

 糸瀬委員の質問にお答えいたします。まず農地集積率についてなんですけれど

も、本年につきましても中間管理事業を中心に進めております。約２７㌶の集積

で、目標値にしますと５割弱と言うところなんですけれども、これがですね長崎

県が設定している目標面積と農業会議が設定している目標面積が、若干違うと言

いますか農業会議の方が厳しいんですね。それで５６㌶と言う数字を挙げていた

と思うんですけれども、長崎県が設定している面積はクリアしております。次に

農業新聞なんですけれども、目標が３１部と言う事で現在のところ確実に申し込

みをいただいているのが２４部か５部だったと思います。あとの残りは購読の承

諾は受けていて、数名の方が保留してくださいと言う事で２８名ぐらいは購読に

なる予定でございます。最後に耕作放棄地の解消なんですけれども、中々確実な

数字はつかめてないんですが、皆様に調査をいただいた遊休農地の、農地の利用

状況調査ですね、これを集約しますと約８．４㌶新たに営農、耕作開始と言う結
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果が出ております。目標には達しておりませんけれども約５割ぐらいですかねそ

れ位になっております。以上です。 

 

議  長    

         

（２４番 推進委員挙手） 

 

２４番 糸瀬安則委員 

 そしてあのう農業者年金のこの問題がだいたい１名ち言うような事になっとっ

た訳ですが、非常に私も身近な所で厳しい部分をへてみろうと言う努力をしよる

訳ですけども、ここには会長さんもリーダーの会長さんもおられるわけですけれ

ども、そういう事で非常にですね農業者年金とあの年金、国民年金と農業者年金

をプラスした余裕はあったにしてもですね、非常に言われるのが考えさせられる

ようなとこが、要するに高くなるもんですからね。そういうとこで非常に悩んで

いる方もおられたわけです。ですけども、何とかその人を説得をして農業者年金

に加入できるように努力をしようとおもっとる訳ですけれども、今年度に間に合

わないなあと感じがします。正直な話がですね。ですからまあ来年新年度になっ

てでも努力をしてもうかなと感じはしています。以上でございます。 

 

議  長    

         

（１１番 委員挙手） 

 

１１番 波田裕一郎委員 

 その件関しましては、私がはいります。 

 

議  長    

        ただ今１１番委員からご発言がありましたように、○○さんに２９年度は加入

をしていただいております。ご無理してお願いを致しましたが加入していただい

ておりますので、また来る３０年度は私も推進部長と言う事になって、まあ今年

度も２、３人の方に声掛けはしたんですけれども中々入ることについて承諾をい

ただくことが難しいところであります。でも３０年度は皆様のご協力をいただき

まして加入推進を進めたいと思いますのでどうぞよろしくお願い致します。 

        

（２４番 推進委員挙手） 

 

２４番 糸瀬安則委員 

 それとですねもう一つですね、認定農業者の件です。これは○○課長補佐にも

私電話をしたと思いますが、農林課の担当ち言うか○○君、さんにも電話をしち

ゃったんですが、２２歳か３歳ぐらいで普通に農業に専念をされておられる方が

おられる。こういう人たちをやっぱり時と場合で指導してもらえるためにですね、

今、年齢層は上がっとると思うんですよね、もうかなりね、ですからやっぱり若

いそういう人がおられますので各委員さんもやっぱり地元でそういう人がおられ

ればやっぱり推進をですねしていただきたいなあと思いますんでよろしくお願い
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したいと思います。以上です。ありがとうございます。 

 

（２３番 推進委員挙手） 

 

２３番 日高安実委員 

 関連しまして、私あのう認定協議会の会長をしております日高です。今話があ

りましたように若い人が入ってもらえるように今後頑張って行きたいと思いま

す。現在の協議会人数は６０名となっております。出来るだけ若い方にですね入

ってもらって、農業の発展に努めたいと思っています。一ついいでしょうか。糸

瀬委員さんの先ほどの件に関連してですね一つ確認したいんですが、耕作放棄地

の問題ですね。農業においては問題になりますけれども、この耕作放棄地の解消

に向けてですね対馬市の部署で真剣に取り組む部署はどこですかね。一つ確認を

したいと思いますがどうぞお願いします。農林部なのか農業委員会なのか。積極

的に取り組む部署ですね。双方とも協力はせないかんと思いますけど、なぜです

ねこのような質問をしたかと言いますと、私、あの一年前のこの総会で用地、耕

作放棄地の解消の件について、○○の地区を例に挙げまして正式に提案をしまし

た。その提案の結果、会長から今後農業会議等とも相談をしてですね、また結論

を出したいと言うような話でありましたけれども、正式な回答はまだあってない、

受けてないんですね。ちらっと委員さんから話は聞きましたけど、やる気が有る

のか無いのかそう言うところも私は確認をしたいと。 

 

議  長    

        協議会にします。 

        総会に戻します。 

        

他にご意見はございませんでしょうか。 

ご意見がないようでございます。本日の日程はここで終了したいと思いますが。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 

 ホッチキス止めのですね二つ資料を今日お配りしてると思いますので、ごらん

いただきたいと思います。農地利用最適化アンケート調査についてと言うやつと、

それの委員さんごとの件数の資料になります。１月の総会の折にですね新年度に

農業会議が主体となる農地利用最適化アンケート調査についてお願いをしたいと

言う事でですね、これは全県下ごとに取り組むわけですけども、お願いしたいと

言う事でお話をしたと思います。その際に、対馬市の場合では１０アール以上の

農地を所有する農業経営主、または、不在地主、土地持ち非農家の方に調査をか

けたいと言う話をしました。その対象者が約 3,400 件程あります。郵便で送って

送り返していただいて、集約したいと思いますと言うお話まではしてたと思うん

ですけども、回収率をより高めるためには、もう市内におられる方については委

員さん方が聞き取り調査をするのが一番確実じゃなかろうかと言うご意見等も頂
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戴いたしまして、いろいろ考えたんですけれども、全部分で県の方に補助金も要

求したんですがその分の国の方からの指示っていいますか決定で２割ぐらいしか

つかないと言うような話も来ております。それで各委員さんの担当区がどれぐら

いあるかと言う事でまとめてくださいと言う事もありましたので、その資料をで

すね、１０アール以上の所有者の横長のやつですね、これで地区ごとに算出をし

ております。これがですね農地台帳に経営主として登録をされている方を地区ご

とに抽出して１０アール以上持ってる方を抽出した結果になります。多い方でで

すね、○○委員さんが範囲が広くて２００件以上２１５件、受け持ちの地区が多

いのでこうなってるんですけど、これおですね、この数字自体は最大これになる

と思うんですね、て、言うのが、すでにこう亡くなられていたり、誰も後継者が

いられないところもありますし、世帯がお父さんと息子さんが世帯分離とかされ

てて離れてる場合もあるんですが、農業世帯主は一つと捉えられていいと思った

のでこれよりも少なくはなってくると思います。それで、調査の時にはもっと詳

しいですね各世帯の経営主の名前と面積をですね記載した資料も準備するんです

けれども、まずはその２年間、今の委員さん方の人気のあと残り２年間をかけて、

この出てる数字について回収をしていただけるかどうかと言うところの決定をい

ただきたいと思っております。不在地主とかですね島外に出てしまって土地だけ

残ってると言うような方につきましては、事務局の方から郵送でするしかないの

で、その方向で考えております。このアンケート調査についてと言うですね資料

の方にも書いておりますけれども、一番最後の３ページ目に両面刷りになります

けどアンケートの調査用紙を付けております。特に難しい感じではないんですけ

れども、もしですね一人でいただけると言うことであれば、この項目について聞

き取りしていただいて、該当するところに○とかですね、農地の状況については

経営主の方が把握されてるだいたいの数値でも構わないので、記載をしていただ

きたいと考えております。まずは、回収に回っていただけるかどうかと言うとこ

ろのご確認をですねいただきたいと思いますのでよろしくお願い致します。 

 

議  長    

         

（２３番 推進委員挙手） 

 

２３番 日高安実推進委員 

 この調査票一枚裏表の内容ですね。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 

 そうです。それを一人で書いていただいて、対象者の名前も書くところもあり

ますので、毎月の総会の時に持ってきてもらうと言うかたち。二年間でこの皆さ

んの委員別件数のところを回っていただければ、今の任期中にですね。というこ

とになります。 
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議  長    

         

（１２番 委員挙手） 

 

１２番 松村英二委員 

 二年間なんでそげえせんでもっと短くていいちゃない。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 

 短くていいんですけど、もちろんその委員さんによって件数も違うしですね、

その、ペースも違いますので、一年で全部するよと言う方もおられれば、多い方

は大変なところもありますから、最大二年間のうちに全戸を回ってくださいと言

うところでお願いをしたいと思っています。 

 

議  長    

         

（２２番 推進委員挙手） 

 

２２番 永留 夫推進委員 

 アンケート調査の送付は現状の状況で、その回収に私たちが回って、配布から

私たちがやる。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 

 配布よりも持って行って聞き取られた方が早いかなと思うんですよね。 

 

議  長    

         

（１５番 推進委員挙手） 

 

１５番 永尾佐登志推進委員 

 配布よりそちらの方から一回出してもろうた方がいいちゃないですか。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 
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 回収だけ。名簿はもちろん後で、回っていただけると言う事であれば名簿はお

渡ししますけれども。 

 

議  長    

         

（１５番 推進委員挙手） 

 

１５番 永尾佐登志推進委員 

 回らんといかんでしょうから回りますけど、今、言われるように島外に出てあ

る方々が多い訳です。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 

 そういう方は事務局から送付するです。 

 

議  長    

         

（１５番 推進委員挙手） 

 

１５番 永尾佐登志推進委員 

 住所なんかはわかってあるんですか。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 

 台帳の方に有るので、島外に出てる方についてはお出しするんですけど、市内

に残ってある方ですね、そういう方について回っていただけないかと。 

 

議  長    

         

（１５番 推進委員挙手） 

 

１５番 永尾佐登志推進委員 

 はいはいそれはわかりました。はい。 

 

議  長    

         

（２番 委員挙手） 
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２番 桐谷善明委員 

 今の件ですね、現在、一月ほど前やってある件についての話なんでしょ。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 

 違います。 

 

議  長    

         

（２番 委員挙手） 

 

２番 桐谷善明委員 

 それとは別。そしたら一旦そうでないとすれば、以前のように送付していただ

いてね個人に、そして、その送付した人の名前、名前と言うかを各委員に配って

もらってどこにやってとりあえずして回収する、或いはできなかったものを委員

が回るて言うようなそういう要領ではいけませんか。て言うのが、やってみても

ですね書いてくれてない人やなんかがいるんですよ。例えば５０軒、１００軒あ

る中でね、それを書いてもらえち、待っとったりですたい、或いは、その各家庭

の中で８０とか前後位の老人の方が多くて家族がいないとか言うような方が手が

かかるなーと思うからそう言ってるんです。だから回るべきものは回りますが、

その前にいったん出してもらって回収できるのを３０％なり４０％程度はできれ

ばそちらで回収して、どう言う方にやって、送付しておりますよと言うその名簿

を委員に渡してもらえればね、今聞き取りですか、一月ぐらいおいて帰ってこな

かった人は回っていいけど、いきなりやるから全部回れて言って、そればするっ

て言って５０軒ぐらいの人をですたい回るのには三日や四日じゃできません。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 

 だからそれは二年間で回ってください。最大二年間のうちに回ってください。

それは各委員さんのペースで回っていただければいいので、５０軒をですね十日

かけられてもいいし、月に２、３軒ずつ回られてもいいので二年間のうちに全部

回っていただければと言うところでですね。２、３日で回れとは言ってませんの

で、だからそこは各委員んさんのペースにお任せするところだと思っていますの

で、そして前回の時に○○委員さんが言われたようにですね、こちらから出して

回収できなかった分を回ってもうらおうかともお話もしたんですけれども、それ

よりも、かなり高齢の方については書かれないので回った方がいいちゃないかと

言う意見もですねあったので今回また再度確認させていただきました。 
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議  長    

         

（２番 委員挙手） 

 

２番 桐谷善明委員 

 いろいろケースバイケースでね、私が今申し上げているのは２０％でも３０％

でもね一旦郵送することによって手間のかからない人もいる訳だろうから、それ

は皆さんの方に回収してもいいじゃないですか、二年とかそう言うあれはせんで

も、一月か二月ぐらいの間にね、片づけてそんなだらだら、あれしてすればいい

じゃないかと言ったって、もう忘れてますよそんなって。ですから、するなら２、

３ヶ月ぐらいのうちにね片を付けるように我々も努力するんで。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 

 だから最大二年間、て言っているので。 

 

議  長    

         

（２番 委員挙手） 

 

２番 桐谷善明委員 

 そんなことしてから物事が片付く訳ないじゃないですか。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 

 例えばですね、○○さんのところは２００軒有るわけです。２００軒有るわけ

です。そこを２、３ヶ月ではかなり無理があるので、だからそれは各委員さんに

お任せしたいと。 

 

議  長    

         

（２番 委員挙手） 

 

２番 桐谷善明委員 

 だから僕が言ってるのは、２００件のものを１００軒でもあなた方で郵送をし

て、そして書いてもらって回収をすればなおいい、委員の人も助かるし、それを

して、ある程度、一月など二月などおいて、出来ないものについては、配布して

るのはいいから、少しでも手間の省けるようなかたちで、出来んのはもちろん回
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るんだけど、いきなりそれをば回って、やれ半年がかりだ、一年がかりだて言う

ような話よりもね、その方が先によけいずるやないですか。それはできんのです

か。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 

 だから私の考えではですね、だから私達サイドではなかなか決めれないので、

委員さんに動いていただくことなので、今日、方針を決定していただきたいなと

言う事でご提案をさせて頂いとりますので、どういう方法がいいかと言う事をお

話をいただければと。○○委員さんの意見も当然あるとは思うんですね。 

 

議  長    

         

（２番 委員挙手） 

  

２番 桐谷善明委員 

 僕はそう思ってます。一月程前のこともお願いしたところでもあるんです。実

は総会が有りましたからね、○○さんに話しましたように。ですから我々は我々

でするんだけれども、皆さんも出来るだけそういう手間が省けるようなかたちは

とってもらえば、１００軒も回るて言ったって、二年なんてかからずに半年ぐら

いの感じでそんくらいもあれば両方のサイドで追っかけて行けば、その方が僕は

早道だと思います。結果的に老人やとか、人間でも８５や９０だって言う方もお

られるかと思うんです。１００％出来んでもいいんじゃないですか。お互いにあ

れしてから出来かねるのや出来かねるわせな。ですから私の意見としては、皆さ

んそう言う該当者の方に送付していただいて、我々もその用紙はもらって３ヶ月

でも４ヶ月でもたってどうしても出来ないものについては、委員が回ってそれを

再度書いてもらって回収する。それでもできない場合はそりゃもうしようがない

じゃないですか。また別の角度で検討すれば。高齢者がいない人もいるかと思い

ますよ。その今そういう中で。私はそういう事で進めてもらいたいと思います。 

 

議  長    

        ただ今、○○委員さんからの意見が一つ出ておりますが他の委員さん方には意

見はございませんでしょうか。 

 

議  長    

         

（１５番 推進委員挙手） 

  

１５番 永尾佐登志推進委員 

 はい私も○○委員さんの意見の方がいいちゃなかろうかなち思いますけど。 
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議  長    

         

（５番 委員挙手） 

  

５番 縫田和己委員 

 二年間て言うその枠ですたいね、初めての試みやとでしょうけ、そんやけん二

年間にこだわってるんでしょうけ。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 

 二年間にこだわらず一年でも全然いいとですけど、農業会議としては委員さん

に負担が掛からないように、今の任期中に全軒回っていただければと言うような

お話です。早ければ早くても問題ないです。 

 

議  長    

         

（５番 委員挙手） 

  

５番 縫田和己委員 

 地区を事務局サイドで分け取ってですね、一つの地区は一年間はこの地区だけ

の、今 2,600 有るやないですか半分にしたとしてもですたい、2,600 一遍に事務

処理、送ろうとしても大変でしょうけん。 

 

議  長    

         

（２４番 推進委員挙手） 

  

２４番 糸瀬安則推進委員 

 事務局で送付は可能なんですか。それは。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 

 可能です。 

 

議  長    

         

（２４番 推進委員挙手） 
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２４番 糸瀬安則推進委員 

 可能ですか。可能なら、そこらへんがね、前回の時話したようにね、要するに

送付をしましたけども反応がない、帰って来る２０％でもいいと言うことであれ

ばいいけど、あとまた農業委員さんあるいは推進委員さんも回らないけませんよ

と言う事なんですよ。どちらがいいかと言うのが前回の話だったんです。そうす

ると、あなたが今、事務局が言われるように二年間を目標にたててね、１ヶ月に

３軒でも５件でも回るような格好でね、やった方がどうかと言う話が前回あった

訳です。その方が私はいいと、私はですよ、他の人はそれでできんち言われたら

仕方がないけれども。その方がいいんじゃないかなと思ったんですよね。どうせ

回らないかんと思いますよね。多いとこは２００軒もあるとこは、区切りをして、

今月は○○地区、その次はどこ地区と区切りをしてですよ、暇な、暇ち言うたら

おかしいばってん、活動をしていただくと。その方がいいちゃないかなと思うけ

どもね。 

 

議  長 

 

（事務局長挙手） 

 

事務局長 

 事務局の方としてはですよ、委員さんたちが大変だろうと言う判断で、先ず発

送をして帰ってきた分は貰うけど、その以外の分について委員さんたちに足を運

んでもらうかなち言う相談はしてたんですが、１月の総会の折に、いや全部配っ

て、全部聞き取り調査でいいんじゃないかと言う声も有りましたので、今改めて

相談をさせてもらってるところですよね。で今、○○委員さんは、最初からアン

ケート調査に回っては大変だち言う意見で、郵送で出してもらって、こない分に

ついて、随時、アンケート調査を回収した方がいいんじゃないかち言うような意

見が出たち言う事ですよね。 

 

議  長    

         

（２３番 推進委員挙手） 

  

２３番 日高安実推進委員 

 送付をされてですね、健全な農業者の方はすぐ回答を貰えると思いますけども、

高齢者になったらやっぱり遅れると思うんですね。だから私は、各地区の委員で

農業者の懇談会を開いて、地区地区でですね、そいでやればスムーズに行くんじ

ゃないですかね。 

 

議  長    

         

（１６番 推進委員挙手） 

  

１５番 永尾佐登志雄推進委員 

 私はですね私個人ですけど、まず皆さんに配布と言うのは可能と言う事で、話
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を聞きました。可能やったら一応１回ですね皆さんに配布していただいて、郵送

でもしていただいて、その、例えば１ヶ月なら１ヶ月、４月中に送り返してくだ

さいと、そして送り返してきた分はまたチェックしていただいて、送って帰って

来てない分について委員さん達なりに皆さん回収に回ると言いますか、調査に回

るようにしたらどうですか。やっぱり１割なり２割なり、おそらく郵送で帰って

来ると思うんですよ。そしたら委員さんたちも若干負担も軽くなるかなと私は思

いますけど。どうですかね。 

 

議  長    

         

（２番 委員挙手） 

  

２番 桐谷善明委員 

 そういう事で進めて下さい。 

 

議  長    

         

（２４番 推進委員挙手） 

  

２４番 糸瀬安則推進委員 

 会長さん今の意見はやっぱり送付がいいと言う事でしょうけ、どうですかそう

いうふうで、3,500 通投稿をして、帰ってきて、帰ってこない分について、ことを

しながらやって行った方がいいんじゃないでしょうか。そういう意見が出ており

ますが。 

 

議  長    

 では、いろいろご意見もございましたが、事務局におきまして、先ず対象とな

る 2,600 数件の農業者の方へ郵送、そして、返送用封筒を当然つけなければなり

ませんが、その事について発送して、1 ヶ月なり２ヶ月なりの期間をおいて回収

を、送付の締め切りを返送締め切りを設けまして、そして返送の無かった分につ

きましては名簿を作成して、各委員さん方に地域の担当地区を訪問して、アンケ

ートの回収をお願いすると言うような方向でよろしいですか。 

（質疑なしの声あり） 

 

議  長    

         

（８番 委員挙手） 

  

８番 岡村高史委員 

 あのですね、私たちの地区もですね、距離的に２０キロの所を調査をせなでけ

んからかなりやっぱり、経費もいりますね。 

 

議  長    

 そいで、今の意見でいいですかと。２割帰って来るか５割帰って来るかはわか
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りませんが、それで負担が若干少なくなればと言う事が、意見の多数だと思いま

す。そう言う事でこのアンケート調査については進めさせて頂きます。どうかよ

ろしくお願いします。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 

 日誌て言いますか活動記録をですね今年から付けて頂いておりますけれども、

そちらの方に記録を付けていただくことで、活動のですね報酬の上乗せ分の報酬

の対象にもなりますので、はい。 

 

議  長    

         

（２４番 推進委員挙手） 

  

２４番 糸瀬安則推進委員 

 その、送付した名簿は送ってくれん訳。 

 

議  長 

 

（事務局課長補佐挙手） 

 

事務局課長補佐 

 送付した名簿で帰って来てない分を送るかどうか、送付した名簿もあった方が

いいですかね。 

 

議  長    

         

（２４番 推進委員挙手） 

  

２４番 糸瀬安則推進委員 

 送付した名簿がかえっていい訳ですよ。最初あなた方が送るでしょ、それをく

れられればいいちゃばってんね。そして、帰って来てないよと言う事がなおさら

わかる訳やけ。それが私はいいと思うが、まあそこらへんは事務局に任せます。 

 

議  長    

         

（２２番 推進委員挙手） 

  

２２番 永留 夫推進委員 

 私が先程質問させていただいた、全部郵送されるんですか回収するんですかと

話した時に、委員さん方へと言う話があってましたね。されるなら委員でした方
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がですね、事務局の手間を考えたらですねその方がいいんですね。しょっちゅう

事務局も整理をしていかないかん。帰ってきた分をチェックして、またその委員

さんにそこは帰って来てますからとかね、そういう報告が年間続けて出てきます

よね。そこまで事務局に手を煩わせんごとね、いかがなものかなと思います。そ

れよりも２年間あとでやるとなったらですね、２００軒有ったとしても月に１０

軒も回ればいいんですね。いや、それぐらいやらなね。自分たちが手を挙げて委

員になっとちゃけ。やらないかんです。私はそう思います。 

 

議  長    

         

（２番 委員挙手） 

  

２番 桐谷善明委員 

 もうそら決まったことですけん、決まったように進めてくださいよ。おお言い

こう言いしたらいつまんたってん決まらんから。 

 

議  長    

         

（１２番 委員挙手） 

  

１２番 松村英二委員 

 送ることにしましょうや。すくねえ所が文句言うちゃけんな、多いとこはだま

とんのに。 

 

議  長    

 事務局の多忙さを気遣っての意見もございますが、多数の皆様が郵送、そして

それを回収、未回収の分について委員の皆様に訪問をしてアンケートの回収率を

上げていただくと言う事で行いたいと思います。よろしいでしょうか。 

 

（はいと言う声あり） 

 

他にございませんでしょうか。 

 

（無の声あり） 

 

ご意見等がないようですので、本日の日程を終了したいと思います。 

       本日は、提案されました議案を皆様方には慎重にご審議いただき、ありがとうご

ざいました。 

 

以上をもちまして、対馬市農業委員会 第１０回総会を閉会といたします。 

 

お疲れ様でした。 

 

 


